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色差計による色の評価（数値化）

L*a*b*色空間 …

色差計（コニカミノルタCR－）

色差測定（変色度評価）

錠剤の変色度評価

フロセミドは、光によって徐々に着色することが知られています。
フロセミド錠に、光（5,000 lx）を照射し、着色度を色差計を用いて
数値化しました。

・ 適用 光劣化評価 製品変色評価 工程管理 色差測定

イニシャル 1日後 4日後 7日後 10日後

L* 98.72 97.06 93.49 92.21 90.03

a* -0.44 -1.70 -1.56 -1.33 -0.08

b* 2.89 11.29 25.61 29.93 36.05

ΔE*ab 0 8.66 23.34 27.83 34.28

錠剤写真

物体の色を表すのに使用されている表色系です。
1976年に国際照明委員会（CIE）で規格化され、
日本でもJIS（JIS Z 8781-4）において採用されています。
明度をL*で、色相と彩度を示す色度をa*, b*で表します。

明度L*は、数値が高いほど明るい色を表現します。
色度をa*, b*は、a*が赤、-a*が緑、b*が黄、-b*が青
を示し、数値が大きくなるに従って色あざやかにな
り、中心になるに従ってくすんだ色になります。

（コニカミノルタ社HPより）

１）色を数値で表現することにより、客観的な評価が可能です。
また、評価基準を統一することができます。

２）人の目では判断が難しいわずかな変化も数値で捉えることが
できます。

図: フロセミド錠の光照射による外観変化

表: フロセミド錠の光照射による着色度の時間変化

１）10日間の色の変化を客観的に評価可能でした。
２）イニシャルと１日後のわずかな色の変化も

数値化することで把握可能でした。


